
京
都
の
連
携
力
２
０
１
３

旧「私のしごと館」 オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
に

京
都
府
と
京
大
協
働
で
整
備
へ

　
閉
館
か
ら
３
年
以
上
、
け
い
は

ん
な
学
研
都
市
で
放
置
さ
れ
て
き

た
旧
「
私
の
し
ご
と
館
」

京
都

府
精
華
町
、
木
津
川
市

が
、
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
る
見
通
し
と
な

っ
た
。
京
都
府
と
京
都
大
学
が
拠

点
整
備
に
向
け
協

働
パ
ネ
ル
を
設
置

し
、
事
業
ス
キ
ー

ム
や
研
究
テ
ー
マ

な
ど
を
協
議
。
２
０
１
３
年
度
中

に
も
国
か
ら
無
償
譲
渡
を
受
け
、

年
度
の
開
設
を
目
指
す
。
山
田

啓
二
知
事
は
「
学
研
都
市
自
体
を

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

と
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

む
。

　
京
都
府
は

年
に
閉
館
し
た
同

館
の
再
利
用
を
国
に
求
め
続
け
て

き
た
が
、
無
償
譲
渡
を
可
能
と
す

る
法
改
正
が
よ
う
や
く
実
現
し

た
。
京
大
と
と
も
に
事
業
ス
キ
ー

ム
を
策
定
す
る
が
、
京
大
以
外
の

大
学
や
研
究
機
関
、
経
済
団
体
な

ど
も
産
学
公
連
携
会
議
と
し
て
組

織
し
、
共
同
研
究

な
ど
で
連
携
す

る
。

　
松
本
紘
京
大
総

長
は
「
け
い
は
ん
な
の
産
学
公
の

連
携
が
一
気
に
進
む
こ
と
を
期
待

す
る
」
と
述
べ
、
元
京
大
総
長
の

長
尾
真
京
都
府
特
別
参
与
も
「
生

活
、
社
会
を
革
新
す
る
研
究
開
発

で
、
社
会
に
還
元
し
た
い
」
と
話

し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
向
け
供
給
高
電
圧
充
電
器

ライフサイエンス分野で存在感増す

京
大
と
共
同
で
小
型
・
軽
量
の
固
体
型
水
素
燃
料
電
池
を
開
発

高
電
圧
充
電
器
を
供
給
す

る
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
内
部

島
津
製
作
所

ロ
ー
ム

ニ
チ
コ
ン

田中耕一シニアフェロー は国プ
ロでがん早期発見技術を目指す

最
先
端
支
え
る
京
都
の
雄

　　 ２０１３年 平成２５年 ８月２７日 火曜日 【広告特集】 （ ）

１
０
０

緊
急
用
電
源
の
イ

メ
ー
ジ

　
ロ
ー
ム
は
ア
ク
ア
フ
ェ
ア

リ
ー

京
都
市
西
京
区

、

京
都
大
学
と
共
同
で
、
小
型

・
軽
量
の
固
体
型
水
素
燃
料

電
池
を
開
発
し
た
。
事
業
化

に
向
け
て
企
業
や
自
治
体
で

構
成
す
る
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
も

構
築
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産

業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ

Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
助
成
事
業
に
も

採
択
さ
れ
、
京
都
市
や
京
都

府
、
秋
田
県
な
ど
で
２
年
間

の
実
証
実
験
に
乗
り
出
す
。

２
０
１
５
年
の
市
場
投
入
を

目
指
し
、
取
り
組
み
を
加
速

さ
せ
て
い
る
。

　
開
発
し
た
燃
料
電
池
は
独

自
技
術
で
水
素
化
カ
ル
シ
ウ

ム
を
シ
ー
ト
状
に
固
形
化
す

る
こ
と
に
成
功
。
水
素
を
た

め
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
場

で
作
り
出
せ
る
よ
う
に
し

た
。
従
来
の
水
素
吸
蔵
合
金

を
用
い
る
充
電
池
と
比
べ
軽

量
化
で
き
る
。
燃
料
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
を
交
換
す
れ
ば
す
ぐ

に
発
電
で
き
る
た
め
、
充
電

の
手
間
も
不
要
と
な
る
。

　
体
積
３
Ｃ
Ｃ
ほ
ど
の
シ
ー

ト
と
水
で
、
約
４
・
５

の

水
素
を
発
生
。
５

時
の
電

力
を
発
電
で
き
る
。
同
燃
料

電
池
は
小
型
で
常
温
動
作
が

可
能
な
こ
と
か
ら
、
ア
ウ
ト

ド
ア
や
へ
き
地
で
の
動
力

源
、
災
害
用
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
源
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

　
ロ
ー
ム
が
シ
ス
テ
ム
設
計

や
電
源
回
路
設
計
、
ア
ク
ア

フ
ェ
ア
リ
ー
が
発
電
セ
ル
な

ど
の
開
発
、
京
大
が
技
術
指

導
を
担
当
。
こ
れ
に
京
都
市

内
の
中
小
企
業
で
構
成
さ
れ

た
京
都
試
作
ネ
ッ
ト
や
東
洋

製
缶
な
ど
が

開
発
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て

参
加
し
て
い

る
。
今
秋
に

も
プ
ロ
ト
タ

イ
プ
機
を
完

成
さ
せ
、
来

年
に
は
各
地

自
体
で
、
災

害
時
の
緊
急

電
源
と
し
て

の
実
証
実
験

を
実
施
す

る
。

　
ニ
チ
コ
ン
は
理
化
学
研
究

所
な
ど
が
開
発
し
た
Ｘ
線
自

由
電
子
レ
ー
ザ
ー

Ｘ
Ｆ
Ｅ

Ｌ

施
設
「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

さ
く
ら

」
向
け

に
、
高
電
圧
充
電
器

を
供
給
し
た
。
誤
差

範
囲
が

０
・

％
と
超
高
精
度
な
充

電
器
で
、
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ

Ａ
の
安
定
動
作
に
貢

献
。
マ
イ
ク
ロ
波
を

増
幅
す
る
ク
ラ
イ
ス

ト
ロ
ン
用
の
モ
ジ
ュ

レ
ー
タ
ー
電
源
に
、

台
の
高
電
圧
充
電

器
と

台
の
モ
ジ
ュ

レ
ー
タ
ー
が
採
用
さ

れ
た
。

　
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ

を
運
営
す
る
理

化
学
研
究
所
放

射
光
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
の
石
川
哲
也
セ
ン
タ
ー
長

は
「
高
電
圧
充
電
器
に
は
ハ

イ
レ
ベ
ル
な
技
術
が
要
求
さ

れ
、
こ
れ
に
応
え
ら
れ
る
企

業
は
少
な
か
っ
た
」
と
評
価

す
る
。
ニ
チ
コ
ン
は
電
気
を

た
め
る
コ
ン
デ
ン
サ
ー
な
ど

を
主
力
製
品
に
持
つ
。
こ
の

基
盤
技
術
を
応
用
し
て
高
電

圧
充
電
器
の
開
発
に
こ
ぎ
着

け
た
。

　
２
０
０
６
年
か
ら
理
研
と

共
同
研
究
を
開
始
し
、

年

に
完
成
し
た
。
石
川
セ
ン
タ

ー
長
は
「
両
者
の
技
術
者
が

顔
を
つ
き
あ
わ
せ
、
試
行
錯

誤
し
な
が
ら
開
発
し
た
努
力

の
結
晶
で
も
あ
る
」
と
振
り

返
る
。

　
ニ
チ
コ
ン
は
高
電
圧
充
電

器
で
培
っ
た
技
術
を
応
用

し
、
電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

用
の
急
速
充
電
器
な
ど
を
開

発
。
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
の
実
績

が
信
頼
性
の
裏
付
け
と
も
な

り
、
市
場
で
高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
。
同
社
は
急
速
充

電
器
を
蓄
電
シ
ス
テ
ム
な
ど

と
合
わ
せ
、
新
た
な
経
営
の

柱
に
育
て
る
方
針
。
こ
れ
ら

製
品
で
構
成
す
る
パ
ワ
ー
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
環
境
分

野
で
、

年
に
１
０
０
０
億

円
の
売
り
上
げ
を
目
指
し
て

い
る
。

　
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

で
島
津
製
作
所
の
存
在
感
が

増
し
て
い
る
。
１
０
０
年
以

上
前
に
日
本
で
初
め
て
医
療

用
Ｘ
線
装
置
を
開
発
し
た
よ

う
に
、
同
社
は
画
像
診
断
で

多
く
の
実
績
を
積
み
、
業
界

を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
そ
れ

に
加
え
て
、
今
後
は
質
量
分

析
や
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
と
い

っ
た
分
析
技
術
を
、
Ｘ
線
な

ど
画
像
技
術
と
融
合
さ
せ
な

が
ら
医
療
分
野
へ
展
開
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
で
は
２
年
前
に
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
と
包
括

共
同
研
究
契
約
を
締
結
し
た

が
、
こ
の
春
か
ら
同
社
の
ラ

イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
所
か

ら
５
人
程
度
の
研
究
員
が
が

ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
常
駐
を

始
め
た
。
具
体

的
な
研
究
テ
ー

マ
も
複
数
動
き

だ
し
て
い
る
。

常
駐
に
よ
っ
て

連
携
が
さ
ら
に

深
ま
る
と
と
も

に
、
他
の
製
薬

会
社
や
機
器
メ

ー
カ
ー
な
ど
と

の
交
流
拡
大
も

進
み
そ
う
だ
。

　
そ
れ
以
外
で

は
、
京
都
大
学

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
と
も
提
携
し
て
い
る
。

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
培
養
条
件
を

整
え
る
た
め
に
は
、
同
社
の

分
析
技
術
が
欠
か
せ
な
い
か

ら
だ
。
ま
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
受

賞
者
で
も
あ
る
、
同
社
の
田

中
耕
一
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

は
、
国
の
最
先
端
研
究
開
発

支
援

Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｔ

プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
つ
「
次
世
代
質

量
分
析
シ
ス
テ
ム
開
発
と
創

薬
・
診
断
へ
の
貢
献
」
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
中
心
研
究
者
と

し
て
か
か
わ
っ
て
い
る
。
こ

こ
で
は
乳
が
ん
や
前
立
腺
が

ん
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の

早
期
発
見
を
狙
っ
て
、
従
来

よ
り
１
万
倍
の
精
度
で
タ
ン

パ
ク
質
な
ど
の
質
量
を
分
析

で
き
る
技
術
開
発
に
成
功
し

た
。


